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～
組 く

み

踊
お
ど
り

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
報
告
～ 

 

組
踊
は
、
清 し

ん

王

朝

お
う
ち
ょ
う

（
一
六
四
四
～
一
九
一
二
年
）

が
琉
球
王
の
冊
封
に
行
う
冊
封
使
歓
待
の
宴
（
七
宴

の
一
つ
重
陽
の
宴
）
で
演
舞
さ
れ
た
催
し
の
一
つ
で

す
。
組
踊
の
初
演
は
一
七
一
九
年
（
三
百
年
前
）
で
、

尚
し
ょ
う

敬 け
い

王 お
う

（
第
二
尚
王
統
第
１
３
代
国
王
）
冊
封
の

時
の
重
陽
の
宴
で
初
め
て
上
演
さ
れ
ま
し
た
。 

 

組
踊
は
、
昔
か
ら
伝
わ
る
物
語
な
ど
を
「
唱
え
（
台

詞
）
」
「
音
楽
・
（
琉
球
古
典
）
」
「
踊
り
」
で
あ
ら
わ

し
た
歌
舞
劇
で
、
創
作
し
た
の
が
時
の
踊
奉
行
で
あ

っ
た
玉

城

た
ま
ぐ
す
く

朝
ち
ょ
う

薫 く
ん

で
し
た
。 

 

う
ら
お
そ
い
歴
史
ガ
イ
ド
友
の
会
は
、
去
る
６
月

５
日
と
６
日
の
二
日
間
、
浦
添
市
教
育
委
員
会
文
化

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
と
の
共
催
で
、
【
組
踊
上
演
か
ら

三
〇
〇
年
記
念
フ
ィ
ー
ル
ド
】
と
銘
打
ち
バ
ス
ツ
ア

ー
を
開
催
し
、
組
踊
と
朝
薫
ゆ
か
り
の
地
を
探
訪
し

ま
し
た
。
両
日
で
５
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

本
市
経
塚
の
朝
薫
が
眠
る
墓
（
邊
土
名
家
の
墓
）

か
ら
、
那
覇
市
末
吉
公
園
に
あ
る
組
踊
生
誕
三
〇
〇

年
記
念
碑
、
首
里
城
、
「
国
立
劇
場
お
き
な
わ
」
な

ど
を
訪
ね
ま
し
た
。
組
踊
上
演
の
舞
台
と
な
っ
た
首 

里
城
御
庭

ウ
ナ
ー

で
は
、
琉
球
芸
能
研
究
家
の
大
城

お
お
し
ろ

學
ま
な
ぶ

先

生
よ
り
、
王
国
時
代
の
様
子
を
解
説
い
た
だ
き
ま
し 

     

た
。
ま
た
、
現
在
の
舞
台
で
あ
る
国
立
劇
場
で
は
、

大
劇
場
の
舞
台
や
花
道
床
下
の
ス
ペ
ー
ス
、
舞
台
裏

奥
の
回
り
舞
台
の
仕
組
み
（
奈
落

な
ら
く

）
な
ど
バ
ッ
ク
ヤ

ー
ド
を
見
学
し
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
、
「
組
踊
は
難
し
い
と
思
っ
て
い

た
が
、
丁
寧
に
話
し
て
も
ら
う
と
分
か
り
ま
す
ね
」

と
の
感
想
が
あ
り
、
「
ま
た
、
こ
う
い
う
機
会
を
沢

山
作
っ
て
下
さ
い
」
な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

（
会
長
・
粟
森
） 

＊
重
陽
と
は
奇
数
五
節
句
の
一
つ
。
九
は
陽
を
表
す
最
大 

奇
数
で
九
月
九
日
は
重
な
り
吉
日
と
さ
れ
ま
す
。
季
節 

柄
、
日
本
で
は
菊
の
節
句
と
も
い
い
ま
す
。 

  

 

            

慰
霊
の
日
企
画 

 
 

～
「
前
田
高
地
」
戦
跡
巡
り
を
通
し
て
～ 

 
 

戦
後
七
十
四
年
が
経
過
し
、
戦
争
体
験
者
が
少
な

く
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
浦
添
城
跡
の
地
で
は
、
日
米

両
軍
に
よ
る
す
さ
ま
じ
い
戦
闘
が
行
わ
れ
、
多
く
の

住
民
も
巻
き
込
ま
れ
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。 

 

う
ら
お
そ
い
歴
史
ガ
イ
ド
友
の
会
で
は
、
毎
年
６

月
に
前
田
高
地
（
浦
添
グ
ス
ク
一
帯
を
い
い
ま
す
）

の
戦
跡
巡
り
を
行
い
、
沖
縄
戦
の
実
態
を
学
び
、
平

和
へ
の
思
い
を
継
承
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
は
、
去
る
６
月
１
６
日
（
日
）
に
９
９
人
の

参
加
者
を
案
内
し
ま
し
た
。
城
跡
内
の
浦
和
の
塔
に

祀
ら
れ
て
い
た
浦
添
市
内
の
山
野
で
な
く
な
っ
た

人
々
五
千
人
余
の
遺
骨
に
つ
い
て
、
ま
た
、
地
域
住

民
の
避
難
ガ
マ
で
の
体
験
者
の
証
言
説
明
、
瑞
泉
女

子
学
徒
隊
の
浦
添
で
の
状
況
、
前
田
集
落
の
拝
所
、

東
北
・
北
海
道
の
人
々
を
中
心
に
編
成
さ
れ
た
志
村

大
隊
の
激
戦
場
所
と
平
和
の
碑
を
案
内
し
、
城
跡
展

望
台
附
近
で
は
、
米
軍
上
陸
地
点
で
あ
る
「
嘉
手
納
・

読
谷
」
を
見
な
が
ら
梅
雨
時
の
沖
縄
の
気
候
や
、
沖

縄
の
男
子
学
徒
隊
、
女
子
学
徒
隊
の
説
明
を
行
い
ま

し
た
。 

 

 
             

浦
添
市
の
住
民
の
戦
死
率
は
４
４
・
６
％
、
一
家

全
滅
率
は
、
２
２
・
６
％
に
な
り
、
激
し
い
戦
闘
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
し
め
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
争

は
、
人
が
人
で
な
く
な
る
。
二
度
と
こ
の
よ
う
な
事

が
な
い
よ
う
に
す
る
べ
き
で
す
。
多
く
の
方
々
に
知

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

（
古
波
蔵
） 

 

＊
浦
添
グ
ス
ク
の
「
浦
和
の
塔
」
で
は
、
毎
年
１
０

月
に
市
を
あ
げ
て
慰
霊
祭
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、 

浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館
で
は
、
本
年
度
よ
り
浦

添
グ
ス
ク
内
か
ら
収
集
さ
れ
た
戦
争
遺
物
の
一
部

を
常
設
展
示
し
て
い
ま
す
。 

 

・
・
募 

集
・
・  

 

●
夏
休
み
企
画
「
浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
探
検
」 

 

舜
天
王
統
・
英
祖
王
統
・
察
度
王
統
の
居
城
と
し

て
栄
え
た
「
浦
添
グ
ス
ク
」
と
、
復
元
さ
れ
た
「
浦

添
よ
う
ど
れ
」
。
身
近
に
あ
る
史
跡
を
通
し
て
郷
土

の
歴
史
と
文
化
に
親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

 

 

うう
らら
おお
そそ
いい
歴歴
史史
新新
聞聞

 
 
 玉城朝薫の墓からスタートです。 

所在地はモノレール経塚駅から北へ徒歩 5分です。 

第 51号 

浦添グスクの頂にある「ディーグガマ」。鍾乳洞

が陥没してできた窪地で、戦後、市内一円で収

集された遺骨はここに集められた。 
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日 

時 

８
月
１
１
日
（
日
） 

 
午
前
８
時
３
０
分
受
付
開
始 

 

午
前
９
時
出
発
～
１
２
時
３
０
分
終
了
予
定 

集
合
場
所
：
浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館 

参
加
費
：
大
人
・
子
ど
も
と
も
に
３
０
０
円
（
保 

険
料
な
ど
） 

 

対 

象
：
小
学
生
以
上
（
保
護
者
必
要
） 

定 

員
：
１
０
０
人
（
先
着
順
） 

 

申
込
期
間
：
７
月
２
日
（
火
）
～
８
月
８
日
（
木
） 

午
後
５
時
ま
で 

 

 

申
込
先
：
浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館
（
下
記
ま 

で
お
電
話
く
だ
さ
い
） 

 
 

 

 
 〇

浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館 

  

国
指
定
史
跡
「
浦
添
城
跡
」
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

で
す
。
平
成
十
七
年
に
、
浦
添
市
の
学
習
拠
点
と
し

て
開
館
し
、
浦
添
グ
ス
ク
と
浦
添
よ
う
ど
れ
の
発
掘

調
査
で
の
出
土
品
や
、
戦
前
の
パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示

し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
県
指
定
文
化
財
の
「
浦
添
よ
う
ど
れ
の
石

厨
子
」
、
浦
添
よ
う
ど
れ
西
室
（
英
祖
王
陵
）
内
部

を
実
物
大
で
復
元
、
展
示
し
て
お
り
、
必
見
す
る
価

値
が
あ
り
ま
す
。
館
内
の
展
示
物
の
説
明
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
う
ら
お
そ
い
歴
史
ガ
イ
ド
友
の
会
が
担
当
し

ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
友
の
会
で
は
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
ガ
イ
ド
事
業
も
展
開
し
て
お
り
、
浦
添
グ
ス

ク
周
辺
の
巡
回
活
動
も
行
い
、
館
内
見
学
者
は
も
と

よ
り
、
散
策
中
の
お
客
様
に
も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。 

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
お
越
し
く
だ
さ
い
！ 

  

                        
 
 
 

 

         

                

・
・
お
知
ら
せ
・
・  

中
央
公
民
館
講
座
で
こ
ど
も
達
が
描
い
た
、
浦
添

グ
ス
ク
の
水
彩
画
を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

             

                               

〇
浦
添
市
歴
史
に
ふ
れ
る
館
（
や
か
た
） 

 

【
開
館
時
間
】 

午
前
９
時
３
０
分
〜
午
後
５
時 

【
入
館
料
】
無
料 

【
休
館
日
】
土
・
日
・
祝
祭
日
（
慰
霊
の
日
） 

 
 

 
 

 

１
２
月
２
８
〜
１
月
３
日 

【
住
所
】
浦
添
市
港
川
５
１
２
の
１
１ 

【
電
話
】
０
９
８
‐
８
７
６
‐
１
２
９
５ 

【
ア
ク
セ
ス
】 

琉
球
バ
ス
交
通 

２
０
番
系
統 

 

第
一
牧
港
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
１
５
分 

 

無
料
駐
車
場
有
り 

 

※
文
化
財
の
収
蔵
展
示
施
設
で
す
。
浦
添
西

海
岸
道
路
北
側
か
ら
見
え
る
海
岸
沿
い

に
あ
り
ま
す
。
縄
文
時
代
か
ら
戦
前
ま

で
、
浦
添
の
歴
史
と
文
化
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。 

南ｴﾝﾄﾗﾝｽ 

★ 

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

【
入
館
料
】 

 

大
人
（
高
校
生
以
上
）
１
０
０
円 

 

小
人
（
小
中
学
生
） 

５
０
円 

 

※
市
内
小
・
中
学
生
は
無
料 

【
休
館
日
】 

 

月
曜
日
・
１
２
月
２
８
〜
１
月
３
日 

【
住
所
】
浦
添
市
仲
間
２
‐
５
３
‐
１ 

【
電
話
】 

０
９
８
‐
８
７
４
‐
９
３
４
５
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
） 

【
ア
ク
セ
ス
】 

 

琉
球
バ
ス
交
通 

牧
港
線
（
５
５
番
） 

 

仲
間
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
５
分 

 

無
料
駐
車
場
有
り 

 

※
浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
を
中
心
に
浦
添
の
史

跡
・
文
化
財
の
案
内
を
致
し
ま
す
（
有
料
）
。
時

間
・
コ
ー
ス
は
相
談
く
だ
さ
い
。
基
本
料
金
ガ
イ

ド
１
名
に
つ
き
、
１
時
間
１
，
５
０
０
円
で
す
。 

 
 

 

  

〇
浦
添
大
公
園
南
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
展
示 

 

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

【
入
館
料
】
無
料 

【
休
館
日
】 

 

月
曜
日
・
１
２
月
２
８
〜
１
月
３
日 

【
住
所
】
浦
添
市
仲
間
２
‐
５
３ 

【
電
話
】 

０
９
８
‐
８
７
４
‐
９
３
４
５ 

【
ア
ク
セ
ス
】 

 

琉
球
バ
ス
交
通 

５
６
番 

 

浦
添
小
学
校
前
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
５
分 

 

無
料
駐
車
場
有
り 

 

※
浦
添
グ
ス
ク
南
側
入
口
に
あ
る
県
営
公

園
の
施
設
で
す
。
浦
添
グ
ス
ク
地
形
模
型

の
ほ
か
、
グ
ス
ク
の
紹
介
パ
ネ
ル
や
出
土

品
の
レ
プ
リ
カ
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
グ

ス
ク
散
策
事
前
学
習
に
最
適
で
す
！ 

 
 

 

8月 6日（火）～8月 15日（木） 

9：00～17：00 無料 

＊旧盆中もご覧いただけます。 


